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後
期
摂
関
時
代
と
は
、
良
房
や
基
経
の
前
期
摂
関
政
治
に
対
し
て
、
道
長
の
死
後
か
ら
院
政
期
に
入
る
直
前
ま
で
を
指
し
、
摂
関
時
代
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(1
)

ら
院
政
期

へ
の
過
渡
期
で
あ
る
と

い
う
歴
史
的
に
重
要
な
時
期

で
あ
り
、
政
治
体
制
や
経
済
的
な
変
動
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。

ま
た
後
期
摂
関
時
代
は
道
長
の
築
き
上
げ
た
藤
原
氏
の
栄
華
以
降
、
院
政
期

・
藤
原
氏

の
衰
退
に
至
る
ま
で
摂
関
家
が
ど

の
よ
う
な
道
を
歩

ん
で
来
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
時
期

で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
摂
政

・
関
白
と
し
て
執
政
し
た
頼
通
に
関

し
て
は
特
に
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)

　
し
か
し
従
来
、
頼
通
自
身
に
関
す
る
研
究
は
父
道
長
に
比
べ
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
道
長

の
死
後

の
後
朱
雀
天
皇
や
外
戚
関
係
が
無
か

っ
た
後
三
条
天
皇
と
の
確
執
が
論
じ
ら
れ
る
か
、
国
文
学
的
見
知
か
ら
後
冷
泉
朝

の

「頼
通
的
世
界
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(3
)

と
称
さ
れ
る
よ
う
な
藤
原
文
化
の
極
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
て
、
直
接
頼
通

へ
の
評
価
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ

る
。
む
ろ
ん
頼
通
に

つ
い
て
は
、
藤
原
資
房
の
日
記

『春
記
』
が
あ
り
、
著
者
資
房
は
蔵
人
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
頼
通
と
の
関
わ
り
も
深
く
、

当
時

の
頼
通
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
も

っ
と
も
資
房
は
御
堂
流
摂
関
家

に
対
し
て
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傍
流
に
あ
た
る
小
野
宮
家

の
人
物
で
あ
り
、
そ
の
日
記
の
な
か
で
は
頼
通
の
華
美
や
慨
怠
に
対
す
る
不
満
が
顕
著
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
史
料
の
み
を
扱
う

こ
と
に
よ
り
頼
通
の
政
治
的
評
価
は
小
野
宮
流
に
偏

っ
て
批
判
的
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向

が
あ
り
、
頼
通
の
実

　
　
　
　
　
　
　
(4
)

像
と
は

い
い
が
た
い
。
後
期
摂
関
時
代
と
い
う
重
要
な
時
期
に
摂
政

・
関
白
を
務
め
た
頼
通
像
の
再
構
築
は
重
要
課
題

で
あ
る
。

　
そ
こ

で
本
稿
で
は
頼
通

の
養
子
問
題
を
取
り
上
げ
頼
通
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
。
頼
通
に
は
遅
く
ま
で
男
子
の
誕
生
が
な
く
、

こ
の
養

子
問
題
を
通
し
て
頼
通
の
摂
関
家

の
継
承
と
維
持
に
関
す
る
意
識
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　
頼
通

の
養
子
問
題
に
関
し
て
は
、
坂
本
賞
三
氏
が
、
頼
通
の
実
子
誕
生
前
に
養
子
と
な

っ
た
源
師
房
が
、
実
子
誕
生
ま
で
の
間
後
継
者
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(5
)

し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
高
橋
秀
樹
氏
は
、
平
安
時
代

の
養
子
に
は

「家
」
を
継
承
さ
せ
る
と
い
っ
た
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(6
)

は
な
く

、
頼
通
の
養
子
関
係
も
全

て
後
見

の
意
味
が
強

い
の
で
、
頼
通
は
養
子
を
後
継
者
と
し
て
は
認
識
し
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
、
両
氏

の
見
解

は
分
か
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
ど

の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
養
子
時
期
を
具
体
的

に
検
討
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
頼
通
の
養
子
関
係
を
再
整
理
し
、
頼
通
が
摂
関
家
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
の
維
持
と
継
承
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持

っ
て

い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず

、
そ
の
前
提
と
し
て
藤
原
道
長
と
藤
原
実
資
の
養
子
関
係
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
特
に
実
資
は
御
堂

流
摂
関
家
と
は
立
場

が
異
な
り
、
こ
の
御
堂
流
摂
関
家
に
対
し
て
傍
流
に
あ
た
る
小
野
宮
流
筆
頭
で
あ
る
。
頼
通

の
後
継
問
題
を
考
え
る
上

で
、
平
安
時
代
に
お

け
る
中

下
級
貴
族
と
は
異
な

っ
た
高
級
官
僚

の
例
と
し
て
、
実
資
の
養
子
関
係
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
安
時
代
に
お
け
る
養
子

　
　
(
一
)　
藤
原
道
長
の
養
子

道
長

に
は
源
成
信

・
藤
原
兼
経

・
藤
原
兼
頼

の
三
人
の
養
子
が

い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
に
道
長
の
養
子
に
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入

っ
た
源
成
信
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　
成
信
は
長
保
三
年

(
一
〇
〇

一
)
三
月
二
十
四
日
に
出
家
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
の

『権
記
』
同
日
条
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
従
四
位
上
行
右
近
衛
御
中
将
兼
備
中
守
源
朝
臣
成
信
、
入
道
兵
部
卿
致
平
親
王
第
二
子
、
母
入
道
左
大
臣
源
雅
信
之
女
也
、
当
時
左
丞

　
　
相
猶
子
也
、

成
信
は
村
上
天
皇
皇
子
致
平
親
王
の
二
男
で
あ
り
、
母
は
前
左
大
臣
源
雅
信
の
女
で
あ
る
。
「当
時
左
丞
相
猶
子
也
」
と

あ
る
よ
う
に
出
家
し

た
当
時
す
で
に
道
長
の
養
子
に
な

っ
て
い
た
。
「依
彼
外
家
之
縁
愛
顧
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
成
信
の
母
が
道

長
の
妻
倫
子
の
妹
で

あ
り
、
成
信
は
倫
子
の
甥
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
道
長
の
養
子
に
な
っ
て

い
た

の
で
あ
る
。
養
子
と
な

っ
た
時
期
や
理
由
は
不
詳

で
あ
る
が
、
道

長
と
倫
子
が
結
婚
し
た
の
が
永
酢
元
年

(九
八
七
)
で
あ
る
か
ら
成
信

が
養
子
と
な

っ
た
の
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
。

　
次
に
兼
経
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『小
右
記
』
寛
弘
八
年

(
一
〇

一
こ

八
月
二
十
三
日
条
に
、
こ
の
日
道
長
邸
で
行
わ
れ

た
藤
原
兼
経

の
元
服

の
際

の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「冠
者
藤
大
納

言
子
入
左
府
戸
云
々
、」

と
あ
り
、
つ
い
で

「藤
兼
経
可
叙
従
五
位
上
者
、
依
左
府
子
云
々
、」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
元
服
後
に
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は

「左
府
子
」
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。
兼
経
は
藤
原
道
綱
の

三
男
で
道
長
の
甥
に
あ
た
る
が
、
こ
の
場
合
の

「
子
」
は
左
大
臣
道
長

の
養
子
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
従
五
位
上
の
出
身

は
左
大
臣
道
長
の
養
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子
と
な

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
昇
進
に
お

い
て
も
、
兼
経

の
極
官
が
正
三
位
右
近
権
中
将
で
あ

っ
た

の
に
対
し
、
兼
経
の
実
兄
が
公
卿
と
し
て
名
が
挙
が

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
道
長
の
養
子
と
な

っ
た
意
義
は
大
き
か

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
兼
経
が
正
二
位
権
大
納
言
で
あ

っ
た
実
父
道
綱
よ
り
高
位
で
あ
る
道
長

の
も
と

へ
養
子
に
入
れ
ら
れ
た

の
は
、
兼
経

の
昇
進

を
有
利
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
養
父
の
後
見
だ
け
で
な
く
実
父
か
ら
加
階
を
譲
り
受
け
る
場
合
も
あ

っ

た
。
『小
右
記
』
長
和
三
年

(
一
〇

一
四
)
正
月
二
十
七
日
条
に

「左
少
将
兼
経
叙
従
四
位
上
、
父
大
納
言
去
年
幸
中
宮
之
時
賞
云
々
」
と
あ

り
、
長
和
二
年

(
一
〇

=
二
)
に
三
条
天
皇
が
中
宮
に
行
幸
し
た
際
、
中
宮
大
夫
で
あ

っ
た
道
綱
に
与
え
ら
れ
た
大
夫
賞
を
翌
年
実
子
兼
経

に
譲
り
、
兼
経
が
加
階
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
道
長

の
養
子
と
な

っ
た
後

の
こ
の
よ
う
な
実
父
の
関
与
は
、

三
人
目
の
兼
頼
に

つ

い
て
も

み
ら
れ
る
の
で
併
せ
て
み
て
い
き
た

い
。

　
兼
頼

は
道
長
の
息
頼
宗

の

一
男
で
、
道
長

の
孫
で
あ
る
が
、
『公
卿
補
任
』
長
元
四
年

(
一
〇
三

一
)
の
兼
頼
の
尻
付
に
は

「祖
父
前
太

政
大
臣
為
子
」
と
あ
り
、
祖
父
道
長

の
養
子
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
兼
頼
が
万
寿
三
年

(
一
〇
二
六
)
に
十
三
歳
で
元
服

し
た
時

に
は
道
長
は
す
で
に
出
家
し
て
い
た
が
、
兼
頼
の
初
叙
は
道
長
の
実
子
頼
通
や
教
通
の
初
叙
と
同
じ
正
五
位
下

で
あ
り
、
こ
れ
だ
け

高
位
出
身
が
で
き
た
の
は
道
長
の
養
子
と
な

っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
ま
た

一
方
で
は
、
先
に
み
た
兼
経
と
同
様
に
、
元
服
後
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(7
)

実
父
頼
宗
の
加
階
の
譲
り
を
受
け
て
昇
進
し
た
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
加
え
て
長
元
四
年

(
一
〇
三

一
)
に
兼
頼
が
十
入
歳
で
参
議
と
な

っ
た

翌
年
、
息
子

の
着
座

の
た
め
に
実
父
頼
宗
が
奔
走
す
る
も
、
そ

の
こ
と
を
聞
い
た
実
資
は

「年
少
之
人
不
可
営
着
鰍
、
」
と
年
少

の
者
は
着

座
す

べ
き
で
な

い
事
を
頼
宗
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
実
父
の
関
与
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
兼
頼
の
場

合
は
、
兼
頼
が
元
服

し
た
翌
年
の
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
に
養
父
道
長
が
莞
去
し
て
い
る
の
で
、
元
服
後
は
道
長
の
養
子
と
し
て
道
長
の
庇
護
を
受
け
る
こ
と

は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
養
父
道
長
が
早
く
に
亮
去
し
て
し
ま

っ
た
た
め
と

い
う
理
由
も
あ

る
が
、
兼
経
同
様
、

養
子
と

な

っ
て
以
後
も
実
父
と

の
結
び

つ
き
は
深
か

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
長
の
養
子
と
し
て
昇
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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廟
堂
に
お

い
て
道
長
や
頼
通
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

　
こ
う

し
た
成
信
や
兼
経

・
兼
頼
に
対
し
て
、
道
長
に
は
明
ら
か
に
、
養
子
関
係
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が

い
る
。
藤
原
道
兼

の
二

男
兼
隆
と
源
高
明
の
四
男
経
房
の
二
人
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
道
長
の
後
見
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、

二
人
の
昇
進
時
に
道

長
や
頼
通
の
関
与
が
見
ら
れ
る
他
に
、
次

の
史
料
に
も
見
ら
れ
る
。

　

『権
記
』
寛
弘
八
年

(
一
〇

三

)
十
二
月
十
七
日
条
に
は
、
そ
の
日
に
行
わ
れ
た
叙
位
の
儀
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
記
事
が
あ
る
が
、

　
　
召
諸
卿
之
後
、
右
左
宰
相
中
将
退
座
、
隠
日
華
門
内
南
扉
腋
、
依
左
府
可
下
自
座
之
間
、
件
雨
将
預
避
座
、
是
用
父
子
之
礼
也
、
戌
剋

　
　
事

了
退
出
、

と
あ
る
。
左
宰
相
中
将

・
右
宰
相
中
将
と
は
そ
れ
ぞ
れ
兼
隆
と
経
房
で
あ
り
、
左
大
臣
道
長
が
座
を
下
り
る
問
、
兼
隆
と
経
房
は
日
華
門
の

南
扉

の
腋
に
座
を
避
け
て
い
た
が
、
こ
の
予
め
座
を
避
け
る
と

い
う

の
は

「
父
子
之
礼
」
を
用

い
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
兼
隆
と
経
房
が

道
長
に
対
し
て
父
子
の
礼
を
と

っ
た
と

い
う

の
は
、
単
な
る
大
臣
と
臣
下
と

い
う
立
場
で
は
な
く
、
よ
り
親
密
な
関
係

で
あ

っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

『小
右
記
』
寛
仁

二

(
一
〇

一
八
)
閏
四
月
二
十
二
日
条
は
、
道
長
の
体
調
が
悪
く
実
資
が
法
性
寺
に
見
舞

っ
た
際

の
記
事

で
あ
る
。

　
　
早
旦
参
法
性
寺
、
宰
相
同
車
、
以
新
中
納
言
能
信
、
被
言
出
云
、
従
去
夜
心
神
太
悩
、
不
相
逢
者
、
其
後
摂
政
被
出
逢
、
家
子
上
達
部

　
　
井

源
中
納
言
経
房

・
二
位
宰
相
兼
隆
、
在
此
座
、
良
久
清
談
、
而
申
出
給
日
、
摂
政
被
答
云
、
日
次
不
宜
、
但
数
日
不
可
坐
、
今
月
内

　
　
可
出
給
者
、
巳
剋
許
帰
家
、

結
局
前

日
の
夜
よ
り
さ
ら
に
体
調
が
悪
化
し
て
実
資
は
道
長
に
会
う
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
そ
の
場
に
て
摂
政
頼
通
と
会

い
、
し
ば
ら

く
話
を

し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
座
に
は
、
頼
通
の
他
に
道
長
の

「家
子
」
と
経
房

・
兼
隆
が

一
緒
に
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
兼
隆

・
経
房

が
道
長

の
息
子
た
ち
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
寛
仁
三
年

(
一
〇

一
九
)
三
月
十
八
日
条
に
も
、
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宰
相
来
云
、
大
殿
煩
胸
病
給
之
由
有
章
信
朝
臣
告
、
侃
参
入
者
、
含
余
腰
病
発
動
進
退
惟
谷
不
参
、
以
此
赴
可
触
家
子
若
源
中
納
言
之

　
　
由
了
、

と
あ
る

よ
う
に
、
道
長

の
病
状
が
悪
化
し
た
の
で
実
資
も
参
入
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
腰
痛
に
よ
り
参
入
し
な

い
旨
を
道
長

の
息

子
か
源
中
納
言
、
す
な
わ
ち
経
房
に
伝
え
る
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
兼
隆
や
経
房
が
道
長
に
対
し
て
父
子
の
礼
を
と

っ
て
い
る
こ
と
や
、
道
長
の

「家
子
」
と
行
動
を
共
に
す
る
他
、
家
中
の
こ

と
に

つ
い
て

「家
子
」
或

い
は
経
房
に
伝
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
実
資
の
認
識
は
、
道
長
と
兼
隆
や
経
房
が
密
接
な
関
係

に
あ

っ
た
こ
と
を
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(8
)

語

っ
て

い
る
。
ま
た
二
人
と
も
早
く
に
実
父
を
亡
く
し
、
政
界
で
の
後
ろ
盾
を
失

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
人
の
昇
進
時
に
道
長
や
頼
通
の

関
与
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
明
か
で
あ
る
よ
う

に
、
道
長
が
二
人
を
後
見
し
、
養
子
関
係
が
成
立
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
以
上
道
長
の
養
子
関
係
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
養
子
源
成
信

・
藤
原
兼
経

・
藤
原
兼
頼
及
び
、
恐
ら
く
養
子
関
係

に
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
藤
原
兼
隆
と
源
経
房
の
う
ち
、
道
長
の
実
子
誕
生
前
、
つ
ま
り
頼
通
の
誕
生
前

に
養
子
と
な

っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
成
信
と
経
房
の
み

で
あ
り
、
そ
れ
は
早
い
う
ち
に
実
父
が
出
家
す
る
か
他
界
す
る
か
し
て
後
ろ
盾
を
な
く
し
た
こ
と
が

一
つ
の
き

っ
か
け
と
な

っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
も
源
姓
で
あ
る
の
が
留
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
三
章

で
も
述
べ
る
が
、
道
長
に
よ

っ
て
同
じ
よ
う
に
後
見
さ
れ
て

い
た
と
は

い
っ
て
も
、
藤
原
氏
と
源
氏
と
で
は
昇
進
に
若
干
の
差
が
見
ら
れ
、
藤
原
氏
よ
り
も
源
氏

の
昇
進
の
方
が
遅

い
こ
と
か
ら
、
実
子

誕
生
前

に
成
信
と
経
房
を
養
子
に
し
た
こ
と
は
、
道
長
に
と

っ
て
は

「家
」
を
継
承
さ
せ
る
と

い
う
よ
う
な
認
識
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



念

〈.
㊥
離
申

認
事

㊦

ー

正 一 位

従 一 位

権中納言
正 二 位

従 二 位

参議中納言権中納言正 三 位

従 三 位

参議参議
正四位上

正四位下

従四位上

従四位下

正五位上

藤原兼頼13歳
正五位下

藤原兼隆11歳
従五位上

藤原兼経12歳従五位下
源経房16歳

765432

康

平
元
432

天
喜
元
7654321

永
承
元
2

寛
徳

元
432

長
久

元
32

長
暦
元
98765432

長
元
元
432

万
寿
元
32

治
安
元
432

寛
仁
元
5432

長
和
元
8765432

寛
弘
元
5432

長
保
一兀

432
長
徳
元
5432

正
暦
元

永
酢
元
2
永
延
一兀

2
寛
和
一兀

永
観
2

*源 成信は、元服時及び初叙が不明であるので波線で示 した。

源 氏

藤原氏

〈藤原道長 養子昇進表〉
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(
二
)　
藤
原
実
資

の
養
子

　
次
に
実
資
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
実
資

に
は
後
継
者
と
な
り
う
る
実
男
子
の
誕
生
が
な
か

っ
た
が
、
資
平

(甥
)
・
資
頼

(甥
)
・
資
高

(甥
)
・
経
季

(兄
の
孫
)

の
四
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(9
)

養
子
が

い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
実
資

の
日
記

『小
右
記
』
に
は
こ
れ
ら
養
子
が
頻
繁
に
登
場
す
る
の
で
、
実
資
と
養
子

の
関
係
に
つ

い
て
考
察

し
て
い
こ
う
。
以
後
特
に
記
さ
な

い
限
り
、
史
料
は

『小
右
記
』
で
あ
る
。

　
ま
ず
養

子
に
入
る
最
大
の
目
的
と
も
い
っ
て
よ
い
昇
進
に
関
し
て
、
次

の
よ
う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
万
寿
元
年

(
一
〇
二
四
)
十
月
十

日
条
に
は
、

　
　
未
剋

許
詣
禅
室
、
良
久
談
話
、
宰
相
兼
官
、
伯
誉
守
資
頼
兼
官
、
少
納
言
資
高
向
後
、
少
弁
大
膳
大
夫
敦
頼
給
官

、
師
元
朝
臣
明
年
民

　
　
部
巡
官
、
左
衛
門
尉
式
光
検
非
違
使
所
望
事
等

一
々
申
了
、

と
あ
る
よ
う
に
、
実
資
が
資
平

・
資
頼
の
兼
官
と
資
高
の
今
後
に

つ
い
て
、
ま
た
そ
の
他
の
家
司
に

つ
い
て
の
任
官
の
こ
と
を
道
長
に
打
診

し
て
い
る
。
次
に
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
八
月

二
十
六
日
条
に
お

い
て
も
、

　
　
行
事
勘
解
由
長
官
資
業
来
申
、
明
年
資
頼
給
官
事
語
言
関
白
、
和
気
尤
深
、
似
可
成
、
其
次
有
宰
相
中
将
井
資
高
等
事
、

と
、
関
白
頼
通
に
打
診
し
て
い
た
資
平

・
資
頼

・
資
高
の
昇
進
に
頼
通
が
柔
軟
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
経
季
に

つ
い
て
も
長
元
二
年

正
月
六

日
条
に
、
「呼
頭
中
将
、
小
談
経
季
昇
殿
事
、
昨
達
関
白
、
頗
有
宜
気
者
、」
と
、
昇
殿
に
つ
い
て
関
白
頼
通
に
伺

い
を
た
て
て
い
る

こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
資
が
養
子
資
平

・
資
頼

・
資
高

・
経
季

の
た
め
に
昇
進
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
道
長
や
頼
通
に
打
診
し
、

奔
走
し

て
い
る
記
事
が
他
に
も
散
見
す
る
。
高
位
の
者

の
養
子
と
な
る
こ
と
で
、
そ
の
昇
進
が
有
利
に
な
る
こ
と
は
道
長
の
場
合
も
同
様

で

あ
る
が
、
さ
ら
に
実
資
の
場
合
は
、
養
子
が
政
界
に
お
い
て
実
資
を
補
佐
し
て
い
た
。
特
に
資
平
は
蔵
人
頭
を
務
め
て

い
た
関
係
で
内
裏
内
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の
情
報
に
も
詳
し
く
、
そ
の
情
報
を
実
資
に
進
言
す
る
様
子
が
頻
繁
に

登
場
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
昇
進
以
外
に
も
実
資

の
養
子
に
対
す
る
配
慮
が
見
受
け
ら
れ

る
。
万
寿
四
年
八
月
六
日
条
に
は
、

　
　
信
武
牛

二
頭
貢
少
女
、
又
宰
相
中
将

(資
平
)
・
資
頼

・
資
高
各

一

　
　
頭
、
先
日
令
貢
牛
五
頭
之
由
、
然
而
令
仰
無

用
、
傍
所
分
献
歎
、

と
あ
る
よ
う
に
、
実
資
が
献
上
し
た
牛
を

「無
用
」
と
仰
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
実
子
の
千
古
と
資
平

・
資
頼

・
資
高
に
分
け
与
え
て
お
り
、

実
資
は
養
子
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
経
済
的
に
も
配
慮
し
て
い
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
美
作
や
伯
誉

の
国
司
と

し
て
任
国
に
あ
る
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(10
)

頼
か
ら

は
、
「有
資
頼
書
状
、
送
手
作
布
五
十
端

・
入
木
二
百
五
十
石
、
少
女
五
十
石
、
馳
上
了
、」
な
ど
と
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
産
物
が
実

資

の
も
と
に
頻
繁
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
実
資
と
養
子
と
の
実
生
活
に
お
け
る
密
接
な
関
係
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
よ

う
に
実
子

の
い
な

い
実
資
に
と

っ
て
養
子
は
政
治
面

・
経
済
面
に
お

い
て
重
要
な
補
佐
役
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
実
資

の
養
子
関
係
は
相
互

的
に
成
立
し
て
い
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11
)

　
と
こ
ろ
で
最
も
年
長
の
資
平
は
、
こ
う

い
っ
た
経
済
的
援
助
だ
け
で
な
く
、
実
資
か
ら
財
産
を
分
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(12
)

ま
た
、
小
野
宮
流
の
祖
で
あ
る
実
頼

の
御
忌
を
実
資

の
亡
き
後
は
資
平
が
主
催
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
実
質
的
に
実
資

の
後
を
継

い
で
小
野

宮
流
の
筆
頭
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上

の
よ
う
に
平
安
時
代
に
お
け
る
養
子
関
係
の
代
表
例
と
し
て
藤
原
道
長
と
藤
原
実
資

の
場
合
を
み
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
を
も
う

一

度
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
道
長

の
養
子
の
場
合
、
実
子
誕
生
後
に
養
子
を
入
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

そ
の
目
的
の
ひ
と
つ

は
、
実

父
よ
り
も
高
位

の
人
物

の
養
子
と
な
る
こ
と
で
、
高
位
出
身
や
昇
進
の
期
待
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
兼
経
の
よ
う
に

「左
府
子
」
と
し
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て
初
叙

に
従
五
位
上
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
良

い
例
で
あ
り
、
さ
ら
に
実
父
の
子
と
し
て
出
身
し
た
実
兄
弟
よ
り
も
、
よ
り
有
利
に
昇

進
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
源
成
信
と
源
経
房
の
場
合
は
元
服
前
に
後
見
者
を
失

っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
道
長
に
後

見
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
人
は
道
長
の
実
子
誕
生
前
に
養
子
に
な

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

留
意
さ
れ
る
の
は
同
じ
養
子
で
あ

っ
て
も
異
姓

の
養
子
と
藤
原
氏
の
養
子
と
で
は
昇
進
に
明
ら
か
な
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら

、
道
長
は
実
子
誕
生
前
に
こ
の
二
人
を
養
子
と
し
て
い
る
が
、
異
姓
の
者
に
後
継
者
と
し
て
の
期
待
は
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　
実
子

の
い
た
道
長
に
対
し
て
、
実
子
の
い
な

い
実
資
の
場
合
は
、
養
父
と
養
子
の
相
互
的
関
係
が
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
資
平
は
実
資
か

ら
財
産
を
相
続
し
、
実
資
も
行

っ
て
い
た
小
野
宮
流
の
祖
で
あ
る
実
頼

の
供
養
法
会
を
引
き
継

い
で
行

っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
実
資
の

小
野
宮
流
た
る
精
神
を
受
け
継
ぎ
実
質
的
に
小
野
宮
流
を
継
承
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
家
意
識

と
も
い
う
べ
き
点
に

関
し
て
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
次
章
以
降
頼
通
の
養
子
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

二
　
頼
通
の
養
子
と
実
子
の
誕
生

　
　
　
(
一
)　
頼
通
の
養
子

　
前
章

で
み
て
き
た
よ
う
に
実
子
が
い
る
道
長
の
場
合
と
、

い
な

い
実
資

の
場
合
と
で
は
養
子
を
入
れ
る
意
義
が
異
な

る
。
し
た
が

っ
て
頼

通
の
場
合
も
、
そ
の
養
子
の
意
義
を
考
察
す
る
に
は
、
養
子
を
入
れ
た
時
期
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
ま
ず
、

頼
通
の
養
子
に
な

っ
た
人
物
を
史
料
上
で
確
認
し
、
養
子
と
な

っ
た
時
期
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
具
体
的
に
推
定
し
て
い
き
た
い
。

　
先
述
し
た
通
り
頼
通
の
実
男
子
の
誕
生
は
遅
く
、
嫡
男
通
房
が
誕
生
し
た

の
は
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
で
、
頼
通
が
三
十
四
歳
の
時
で
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(13
)

あ

っ
た
。
『栄
華
物
語
』
に
、
「殿
に
は
御
子
の
お
は
し
ま
さ
ぬ
こ
と
を
、

口
惜
し
な
ど
も
世
の
常
な
り
、
上
の
御
兄
の
源
大

納
言

・
内
大
臣
殿
の

中
将
を
ぞ
子
に
し
奉
ら
せ
給
け
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
子
供
に
な
か
な

か
恵
ま
れ
な
か

っ
た
頼
通
は
通
房
の
誕
生
以
前
、
源
師
房
と
藤
原
信
家

の
二
人
を
養
子
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
源
師
房
は
村
上
天
皇

の
皇
子
具
平
親
王
の
息
で
あ
り
、
頼
通
の

妻
隆
姫
の
弟
で
あ
る
。
寛
仁
四
年

(
一
〇
二
〇
)
十
二
月
二
十
六
日
、

師
房
十
三
歳

の
時
に
頼
通
の
上
東
門
第
に
お

い
て
元
服
の
儀
式
が
行
わ

れ
て
い
る
。
『左
経
記
』
同
日
条
に
は

「故
中
務
卿
二
男
元
服
、
関
白
殿

養
子
也
、
今
日
改
名
字
、
井
給
経
」
、
と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
元
服
時
に

は
す
で
に
頼
通

の
養
子
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、

「今
日
改

名
字
」
に
関
し
て
は
、
『小
右
記
』
寛
仁
四
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に

「昨
夕
新
冠
師
房
朝
臣
先
日
賜
源
氏
姓
云
々
、
参
内
、
被
聴
昇

殿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
資
定
王
と
名
乗

っ
て
い
た
が
、
元
服
を
機
に
源
氏
姓
を
賜
り
、
臣
籍
に
下

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
師

房
は
こ
れ
以
前

の
同
年
正
月
に
、
元
服
前

で
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
初
叙
は
源
高
明
や
源
雅
信
と
い

っ
た

一
世
源
氏
或

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(14
)

は
二
世
源
氏
の
初
叙
の
例
と
同
様
で
、
村
上
天
皇
御
孫
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
養
子
に
入

っ
て
い
て
も
実
父
か
ら
譲
ら

れ
て
加

階
さ
れ
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
孫
と
し
て
叙
位
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
寛
仁
四
年
正
月
の
時
点

で
師
房
が
頼
通
の
養
子

で
は
な
か

っ
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な

い
。
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(15
)

　
と
こ
ろ
で
頼
通
は
妻
隆
姫
の
弟
で
あ
る
師
房
の
こ
と
を
早
く
か
ら
知

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
隆
姫
と
頼
通
の
婚
姻

関
係
は
、
『栄
華
物
語
』

に

「
そ

の
宮
、
こ
の
左
衛
門
督
殿
を
心
ざ
し
聞
こ
え
さ
し
給

へ
ば
」
と
あ
り
、
具
平
親
王
の
打
診
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
道
長
も

「男
は
妻
が
ら
な
り
、
い
と
や
む
ご
と
な
き
あ
た
り
に
参
ぬ
べ
き
な
り
」
と
男
は
妻

の
家
柄
が
大
事
で
あ

る
と
し
て
快
諾
し
て

い
る
。
頼
通
が
左
衛
門
督

で
あ

っ
た
の
は
、
寛
弘
六
年

(
一
〇
〇
九
)
十
八
歳
か
ら
長
和
元
年

(
一
〇

一
二
)

二
十

一
歳

の
問
で
あ
り
、
そ

の
間
に
婚
姻
関
係
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
父
具
平
親
王
は
、
寛
弘
六
年
七
月
二
十
六
日
に
四
十
六
歳
で
莞
去
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
恐
ら
く
頼
通
と
隆
姫
の
結
婚
も
、
具
平
親
王
の
亮
去
以
前

に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
具
平
親
王
が
麗
去
し
た
と
き
、
師
房
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16
)

だ
二
歳

で
あ
り
、
『栄
華
物
語
』
で
は
、

　
　
何
と
も
世
の
御
物
語
を
あ
は
れ
に
も
を
か
し
う
も
聞
こ
え
給
に
、
万
寿
宮
の
御
直
衣
姿
も
お
か
し
う
出
で
入
り
ま
ぎ
れ
給
ふ
を
、
殿
た

　
　
だ
我
御
子
の
や
う
に
う

つ
く
し
み
奉
ら
せ
た
ま
う
。

と
、
隆
姫
と
頼
通
が
世
間
話
を
し
て
い
る
所
に
直
衣
姿
の
師
房
が
ち
ょ
こ
ち

ょ
こ
と
出
た
り
入

っ
た
り
す
る
姿
を
大
変

か
わ
い
く
思

い
、
我

子
同
然

に
慈
し
ん
だ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
頼
通
と
隆
姫
の
手

で
養
育

さ
れ
て
い
た
こ
と
が

推
察

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
師
房
が
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
の
は
姉
隆
姫
の
婚
姻
関
係
と
父
具
平
親
王

の
死
が
大
き
く
影
響
し
て
お

り
、
そ

の
時
期
も
旦
ハ平
親
王
の
莞
去
し
た
寛
弘
六
年
か
ら
元
服
す
る
寛
仁
四
年
の
問
で
あ

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
。
お
そ
ら
く
、
幼

い
頃
か
ら

頼
通
と
師
房
は
擬
制
的
な
親
子
関
係
に
あ

っ
た
と
み
て
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
頼
通
の
弟
教
通
の

一
男
で
あ
る
信
家
だ
が
、
治
安
二
年

(
一
〇
二
二
)
十
二
月
二
十

一
日
信
家
が
五
歳

の
時
の
袴
着
に
つ
い
て
、
『左

経
記
』

同
日
条
に
、

　
　
参

関
白
殿
、
今
日
申
剋
若
宮
着
袴
、
傍
令
送
御
装
束

一
具
給
也
、
有
被
物
、
白
掛
、
袴
白
、
大
宮
皇
太
后
宮
、
皆
有
御
装
束
、
事
了
内
府
以
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
力

　
　
二
疋
劔

一
腰
、
被
奉
関
白
殿
、
々
々
々
又
馬
二
疋
被
奉
内
府
、
又
自
内
府
被
儲
関
白
殿
御
前
物
云
々
、
若
君
実
内

大
殿
御
子
也
、
而
関
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白

殿
為
養
子
、
於
賀
陽
院
殿
令
着
袴
給
、

と
あ
る
よ
う
に
、
袴
着

の
儀
式
が
頼
通
邸
で
あ
る
高
陽
院
で
行
わ
れ
、
頼
通
と
教
通
の
問
で
何
度
か
の
献
上
物
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と

に
対
し
て
、
『左
経
記
』
の
筆
者
源
経
頼
は
、
若
宮
は
教
通
の
子
で
あ
る
が
、
頼
通
の
養
子
と
し
て
高
陽
院
で
袴
着
を
行

っ
た
と
記
し

て
お
り

、
こ
の
袴
着

の
時
に
は
す
で
に
頼
通
の
養
子
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
信
家
に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り

以
前

の
頼
通
と

の
関
係

を
示
唆
す
る
も
の
が
な
い
の
で
、
袴
着
以
前
の
ど
の
段
階
で
信
家
が
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
袴
着

の
時
点

で
は
頼
通

の
実
子
は
誕
生
し
て
い
な
い
の
で
、
信
家
が
頼
通

の
実
子
誕
生
前

の
養
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　
さ
て
頼
通
の
養
子
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
師
房
と
信
家

の
他
に
、
源
俊
賢
の

一
男
顕
基
と
、
先
に
頼
通
の
養
子
に
な

っ
た
師
房

の

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17
)

男
俊
房

が
い
る
。
顕
基
に
つ
い
て
は
、
『栄
華
物
語
』
に

「顕
基
中
納
言
と
て
、
故
源
民
部
卿
の
子
を
関
白
殿

の
子
に
し
給

へ
る
、」
と
あ
る
。

ま
た
、

『小
右
記
』
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
十

一
月
十
八
日
条
に
は

「臨
時
祭
使
不
論
親
疎
於
関
白
宿
所
儲
饗
僕
、
就
中
今
般
使
右
頭
中
将

顕
基
猶
関
白
子
人
也
、
而
無
其
儲
云
々
、」
と
あ
り
、
関
白

の
宿
所
に
お

い
て
行
う

べ
き
臨
時
祭
使

へ
の
饗
饅
は
、
こ

の
時
の
臨
時
祭
使
顕
基

が
関
白

頼
通
の
養
子
で
あ

っ
た
の
で
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
万
寿
二
年
に
お
い
て
は
顕
基

が
頼
通

の
養
子
と
な

っ

て
い
た
と

い
え
よ
う
。
顕
基
は
寛
弘
八
年

(
一
〇

一
一
)
に
元
服
し
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
初
叙
は
同
母
弟

の
隆
国
と
同

じ
で
あ

る
の
で
、
元
服
時
に
は
ま
だ
頼
通
の
養
子
に
は
な

っ
て
い
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
顕
基
が

い
つ
養
子
と
な

っ
た
の
か
は
定
か

で
は
な
く
、
頼
通
の
実
子
通
房
が
万
寿
二
年
正
月
に
誕
生
し
て
い
る
の
で
、
顕
基
が
養
子
と
な

っ
た

の
が
通
房
の
誕
生
以
前
な
の
か
以
後
な

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
と
こ

ろ
で
、
前
章
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
道
長
の
場
合
も
実
資

の
場
合
も
そ
の
養
子
は
皆
、
養
父
か
養
父
の
妻
と
血
縁
関
係
が
あ

っ
た

の

に
対
し
、
顕
基
は
ど
ち
ら
と
も
血
縁
関
係
が
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
で
顕
基
は
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
顕

基
の
実

父
俊
賢
は
源
高
明
の
息
で
あ
り
、
道
長

の
執
政
期
に
は
寛
弘

の
四
納
言
と
称
さ
れ
、
道
長
の
側
近
で
あ

っ
た
。

『御
堂
関
白
記
』
寛
仁
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元
年

(
一
〇

一
七
)
三
月
四
日
条
に
は

「大
納
言
五
員
、
是
錐
無
便
、
件
新
任
大
納
言
勤
公
勝
人
成
代
々
、
伍
任
之
、
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道

長
に

「勤
公
に
勝
る
人
」
と
評
価
さ
れ
て
、
す
で
に
定
員
で
あ

っ
た
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
方

で
は
実
資

に
は
追
従
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18
)

と
し
て
批
判
さ
れ
た
。
次
に
顕
基

の
弟
で
あ
る
隆
国
も
同
様
に
、
『春
記
』
の
中
で

「日
夜
成
追
従
、
以
識
言
成
己
任
、
放
遂
萬
人
」
な
ど
し

ば
し
ば
関
白
頼
通
に
追
従
す
る
者
と
し
て
著
者
資
房
に
評
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
顕
基

の
場
合
、
頼
通
と
血
縁

関
係
は
な
か

っ
た
が
、

実
父
俊
賢

の
時
か
ら
摂
関
家
と
の
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
り
、
こ
う
し
た
両
者
の
関
係
か
ら
頼
通
と
顕
基
の
養
子
関
係

は
結
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
最
後

に
源
俊
房
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
俊
房
は
最
初
に
頼
通

の
養
子
と
な

っ
た
師
房

の

一
男
で
あ
る
。
『公
卿
補
任
』
永
承
五
年

(
一
〇
五

〇
)
の
俊
房

の
尻
付
に
は
、
寛
徳
三

(
一
〇
四
六
)
年
、
元
服
の
際
に
左
大
臣
頼
通

の
養
子
と
し
て
従
五
位
上
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

よ
り
以
前
に
養
子
と
な

っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
俊
房
が
誕
生
し
た
の
が
長
元
入
年

(
一
〇
三
五
)
で
あ
る
か
ら
、
頼

通
の
実
子
通
房
が
生
ま
れ
た
後
に
養
子
と
な

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
私
は
源
師
房

・
藤
原
信
家
は
実
子
誕
生
以
前
に
、
源
顕
基

・
源
俊
房
は
誕
生
後
に
養
子
関
係
が
結
ば
れ
た
と
判
断
す
る
。

　
　
　
(
二
)

頼
通

の
実
子

　
次
に
頼
通
の
実
子
誕
生
時
期
を
み
て
み
よ
う
。
信
家
が
頼
通
の
養
子
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
か
ら
三
年
後

の
万
寿
二
年

(
一
〇
二

五
)
に
、
頼
通
に
は
じ
め
て
実
子
通
房
が
誕
生
し
た
。
母
は
源
憲
定
女

(為
平
親
王
孫

・
村
上
源
氏
)
で
あ
る
。
『左

経
記
』
万
寿
二
年
正
月

十

一
日
条
に
は
、

　
　
昨

日
故
右
兵
衛
督
憲
定
二
女
産
男
子
、
是
候
関
白
殿
之
子
也
、
而
殿
下
密

々
有
芳
合
之
間
懐
妊
、
及
午
剋
平
産
云

々
、
禅
門
井
殿
下
令

　
　
喜

悦
給
無
限
云
々
、
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と
あ
り

、
頼
通
が
密
か
に
通

っ
て
い
た
女
性
が
懐
妊
し
て
万
寿
二
年
正
月
十
日
に
無
事
出
産
し
、
道
長
と
頼
通
が
非
常

に
喜
ん
だ
様
子
が
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19
)

さ
れ
て

い
る
。
特
に
道
長
は
喜
ん
だ
よ
う
で
、
『栄
華
物
語
』

で
は
、
「殿

・
う
ち
に
迎
え

へ
さ
せ
給
て
、
そ
こ
に
て
養
ひ
奉
ら
せ
給
ふ
べ
く

お
ぼ
し

め
し
け
る
。
」
と
あ
り
、
道
長
が
通
房
を
自
分
の
屋
敷
に
引
き
取
り
、
養
育
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
か
く
て
関
白
殿

の
若
君
、
こ
の
月
二
十
八
日
に
大
殿
に
渡
ら
せ
給
。
そ
の
夜
の
有
様
思
ひ
や
る
べ
し
。
い
と
わ
ざ

と
ま
こ
と
に
ご
と
ご

　
　
と

し
う
も
て
な
さ
せ
給

へ
り
。
殿
や
上
な
ど
土
御
門
殿
に
待
ち
迎

へ
、

い
み
じ
く
う

つ
く
し
み
奉
ら
せ
給
。
と
も

か
く
も

い
う

べ
き
に

　
　
あ
ら
ず
、
た
"
大
臣

の
稚
か
り
し
折
に
違
は
ず
と
そ
、
う

つ
く
し
ま
せ
給
。
関
白
殿

「今
は
い
と
心
安
し
。
か
く
参
ら
せ

つ
れ
ば
知
り

　
　
候

は
ず
」
と
て
ま
か
り
出
で
さ
せ
給
。

　
　
　
　
　
(20
)

と
あ
る
よ
う
に
、
通
房
は
道
長

の
土
御
門
第
に
行

っ
て
道
長
と
倫
子
に
大
変
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
事
実

『左
経

記
』
万
寿
二
年
二
月
二
十
九
日
条
に
、

　
　
関
白
殿
若
君
五
十
日
也
、
傍
内
府
以
下
上
達
部
、
殿
上
人
多
以
参
入
、
或
直
衣
、
或
宿
衣
、
或
束
帯
、
於
土
御
門
東
対

有
此
事
、

と
あ
る
よ
う
に
、
通
房
の
五
十
日
の
儀
が
土
御
門
第
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
通
房
が
道
長
の
も
と
で
養
育
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(21
)

い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　
さ
て
通
房
は
頼
通
の
嫡
男
と
し
て
、
異
例
の
昇
進
を
遂
げ
て
い
る
。
通
房
誕
生
以
前
に
頼
通
の
養
子
と
な

っ
た
師
房

や
信
家
な
ど
の
比

で

は
な
い
。
長
元
八
年

(
一
〇
三
五
)
に
十

一
歳
で
元
服
し
た
通
房
は
、
そ
の
日
に
正
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
長
暦
元
年

(
一
〇
三
七
)
に
は

十
三
歳

で
非
参
議
、
長
暦
三
年

(
一
〇
三
九
)
年
に
は
、
正
二
位
権
中
納
言
と
、
父
頼
通
よ
り
も
早

い
昇
進
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寛
徳
四
年

(
一
〇
四
四
)
に
二
十
歳
正
二
位
権
大
納
言
で
莞
去
し
た
た
め
に
、
頼
通
の
後
継
者
と
し
て
摂
政

・
関
白
の
職
や
藤
原
氏
の
氏
長
者
に
就
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(22
)

こ
と
は
な
か

っ
た
。
通
房
が
麗
去
す
る
二
年
前
、
長
久
三
年

(
一
〇
四
二
)
に
は
頼
通
の
四
男
師
実
が
誕
生
し
て
い
る
。
こ
の
師
実
が
通
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(23
)

の
後
を
受
け
て
嫡
男
と
し
て
の
昇
進
を
遂
げ
、
最
終
的
に
は
頼
通

の
跡
を
継

い
で
藤
原
氏

の
氏
長
者
と
な

っ
て
い
る
。
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三
　
頼
通
と
養
子
と
の
関
係

備　考実　母実　父養子とした時期及び実子の誕生した時期

具平親王寛弘六年～寛仁四年源 師 房

藤原教通寛仁二年～治安二年藤原信家

寛徳四年死去源憲定女万寿二年正月道　　房

源 俊 賢?～ 万寿二年十一月源 顕 基

橘俊遠の養子藤原祇子長元元年俊　　綱

出　家同　上長元四年覚　　円

藤原経家の養子同　上長元五年定　　綱

藤原信家の養子同　上?忠　　綱

後冷泉皇后同　上長元九年寛　　子

頼道後継者同　上長久三年師　　実

源 師 房?～ 寛徳三年源 俊 房

網掛 けのあ る欄が 実子 を表す 。 また、養子 の場合は実父 を、実子の場合 は実母 を示

している。 なお、 源顕基 ・源俊 房が養子 となった正確 な時期 は不明で あるので、史

料上 で養子 とな っているこ とが確認で きた時期 を表中に示 している。

　
頼
通

の
養
子
と
、
そ
の
養
子
に
入

っ
た
時
期
、
ま

た
頼
通
の
実
子
の
誕
生

時
期
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
頼
通

の
実
子
通
房
の
誕
生
前
に
確
実
に
頼
通
の

養
子
と
な

っ
て
い
る
の
は
源
師
房

・
藤
原
信
家

の
二
人

で
あ
る
。
師
房
が
寛

弘
六
年

(
一
〇
〇
九
)
に
父
具
平
親
王
が
麗
去
し
た
時

か
ら
寛
仁
四
年

(
一

〇
二
〇
)

の
元
服
ま
で
の
問
、
信
家
が
寛
仁
二
年

(
一
〇

一
八
)
の
誕
生
か

ら
万
寿
二
年

(
一
〇
二
二
)
の
袴
着
ま
で
の
間
で
あ

る
。
こ
の
二
人
が
養
子

と
な

っ
た
時
期
は
、
頼
通
が
権
中
納
言
か
ら
関
白
左
大
臣
と
な
り
、
ま
た
藤

原
氏
の
氏
長
者
に
な

っ
て
い
る
時
期

で
、
道
長
の
後
見

は
あ
る
も
の
の
、
い

よ
い
よ
藤
原
氏
及
び
政
界
の
頂
点
に
位
置
し
た
時
期

で
あ
る
。

　
実
子
通
房
と
師
実
が
誕
生
し
た
あ
と
養
子
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
源

顕
基
の
場
合
は
、
頼
通
と
の
血
縁
関
係
は
な

い
が
、
実
父
俊
賢
の
時
か
ら
の

摂
関
家
と
の
密
接
な
関
係
に
よ
り
養
子
に
入

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

師
房
の

一
男
で
あ
る
源
俊
房
に
関
し
て
も
、
頼
通
の
養
子
と
な

っ
て
い
る
こ

と
は

『公
卿
補
任
』
で
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
俊
房
が
誕
生
し
た
の
が
、

通
房
の
誕
生
よ
り
も
後
で
あ
る
か
ら
、
頼
通
の
実
子
誕
生
後
に
養
子
と
な

っ

た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。



臼

〈
.か
離

申

囲

鶏

㊦

1

太政大臣

右大臣
内大臣正 一 位

参議権大納言
権大納言

従 一 位

正 二 位

権中納言右大臣権大納言従 二 位

権中納言権中納言

権中納言権中納言正 三 位

従 三 位
内大臣

永保二年48歳

右大臣
権大納言権中納言

正四位上

永保三年49歳正四位下

左大臣
従四位上

従四位下

源師房11歳
正五位上

正五位下
師実iz歳通房u歳藤原信家13歳

従五位上
源俊房12歳

従五位下

亨
保
元

保
安
二

寛
治
八
432

承
保
元
5432

延
久
元
432

治
暦
元
765432

康
平
元
432

天
喜
元
7654321

永
承
元
2
寛
徳
元
432

長
久
元
32

長
暦
元
98765432

長
元
元
432

万
寿
元
32

治
安
元
432

寛
仁
元
5432

長
和
元

寛
弘
8

源 氏

藤原氏

実 子

〈藤原頼通 実子・養子昇進表〉
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以
下
頼
通
の
実
子
誕
生
前
に
養
子
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
源
師
房
と
藤
原
信
家
を
取
り
上
げ
、
そ
の
昇
進
過
程
に
つ
い
て
詳

し
く
み
て
い
く
。

　
ま
ず

源
師
房
は
、
先
述
の
通
り
村
上
天
皇
の
孫
と
し
て
寛
仁
四
年

(
一
〇
二
〇
)

に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
四
年
間
加
階

さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
の
師
房
の
昇
進
に

つ
い
て
は
、
道
長

の
養
子
源
成
信

・
源
経
房
が
参
考
に
な
る
。
と

い
う
の
も
成
信
は
、
致

平
親
王

の

一
男
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
世
源
氏

・
二
世
源
氏

の
初
叙

の
例
か
ら
み
て
従
四
位
下
か
ら
の
出
身

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前

掲
の
成
信
出
家
の
際

の

『権
記
』
長
保
三
年
二
月
四
日
条
よ
り
、
成
信
が
二
十
三
歳

で
従
四
位
上
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
成
信

の
出
世
も
他

の
道
長

の
養
子
に
比
べ
て
早
い
も

の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
経
房
で
あ
る
が
、
父
高
明
は
す
で
に
賜
姓
さ
れ
臣

籍

に
下

っ
て
い
た

の
で
、
従
五
位
下
か
ら
の
出
身

で
あ

っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
昇
進
を
目
的
と
し
た
養
子
で
は
な
く

、
実
父
が
急
逝
し
た

こ
と
に
よ
る
後
見
の
た
め
の
養
子
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
他

の
養
子
よ
り
も
昇
進
が
遅
い
が
、
同
じ
く
実
父
が
早
逝
し
後
見
さ
れ
て
い
る
立

場
に
あ

っ
た
兼
隆
の
昇
進
と
く
ら
べ
て
明
ら
か
な
差
が
あ
る
。

　

こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
く
賜
姓
源
氏
で
あ
る
師
房
の
昇
進
も
当
然
遅
い
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
四
年
後

の
加
階

で
師
房

は
三
日
間
の
う
ち
に
従
三
位
ま
で
昇
進
す
る
と

い
う
大
変
異
例

の
出
世
を
果
た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
万
寿

元
年

(
一
〇
二
四
)

九
月
十
九
日
に
後

一
条
天
皇
が
高
陽
院
に
行
幸
し
た
際
の
賞
と
し
て
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
日
後
の
二
十

一
日
に
太
皇
太

后
彰
子

が
頼
通
の
高
陽
院
か
ら
内
裏
に
戻

っ
た
際

の
賞
と
し
て
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
異
例
の
昇
進
の
理
由

つ
い
て
、
実
資
は

万
寿
元
年
九
月
二
十
二
日
条

に
お

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
昨

日
右
近
中
将
師
房
叙
従
三
位
、
去
十
九
日
行
幸
叙
正
四
位
下
、
元
従
四
位
下
、
已
越
階
、
三
ヶ
日
内
越
階
只
叙
三
位
、
未
曾
有
、
以
関

　
　
白

養
子
異
姓
、
禅
室
聾
所
叙
歎
、
可
感
乎
如
何
、

師
房
は
昨
日
、
つ
ま
り
二
十

一
日
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
十
九
日
の
行
幸
の
際
に
も
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て

い
る
。
も
と
も
と
従
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四
位
下
で
、
正
四
位
下
の
加
階
も
越
階
で
あ

っ
た
の
に
、
三
日
の
内
に
再
び
越
階
し
て
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
資
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
未
だ
か

つ
て
な
か

っ
た
と
し
て
、
異
例

の
昇
進
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら
に
こ
の
昇
進
は
、
関
白

の
養
子

で
あ
り
、
ま
た
道
長

の
婿
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
「禅
室
聾
」
と
は
、
同
年
の
三
月
二
十
七
日
に
師
房
が
、
道
長

の
意
向
に
よ
り
道
長

の
六
女
隆
子
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
実
資
は
こ
の
結
婚
に
際
し
て
万
寿
元
年
三
月
二
十
八
日
条
に

「新
中
納
言
師
房
為
禅
室

鐸
、
傍

可
被
任
宰
相
云
々
、
未
知
其
理
、
如
何
、
」
と
、
道
長
の
婿
と
な

っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
師
房
が
参
議
に
任
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
記

し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
こ
の
時
師
房
が
参
議
と
な
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
道
長

の
婿
と
な

っ
た
こ
と
が
、
昇
進
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
要
因
と
な

っ
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
八
月
二
十
四
日
条
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
師
房
卿

・
経
通
卿
相
撲
、
往
古
不
聞
事
也
、
就
中
検
非
違
使
別
当
朝
之
重
職
、
衆
中
角
力
可
弾
指
々
々
、
師
房
卿
不
可
謂
其
失
、
異
姓

　
　
幼
若
之
人
也
、

師
房
と
実
資

の
甥
で
あ
る
経
通
が
相
撲
を
と

っ
た
事

に
対
し
て
、
こ
れ
は
今
ま
で
に
聞
い
た
事
が
無

い
こ
と
で
、
と
り
わ
け
朝
廷
に
お
い
て

重
職
で
あ
る
検
非
違
使
別
当
が
衆
中
で
相
撲
を
と
る
こ
と
は
弾
指
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
師
房
に
つ
い
て
は
、
そ
の
失
を
問
わ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
異
姓
で
ま
だ
年
若

い
人
で
あ
る
か
ら
だ
。
と
、
師
房
が
頼
通

の
養
子
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
藤
原
氏

で
は
な
く
異
姓
で
あ

る
か
ら
誤
り
を
責
め
な

い
と
し
て
い
る
の
は
大
変
興
味
深

い
。
前
掲
の
万
寿
元
年
九
月
二
十
二
日
条
に
お

い
て
も

「関
白
養
子
異
姓
」
と
わ

ざ
わ
ざ
注
し
て
い
る
の
も
同
様
で
、
実
資
は
異
姓
養
子
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
異
姓
の
場
合

「養
子
」
と
史
料
上
に
現

れ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
藤
原
氏
の
成
員
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昇
進
に
し
て
も
藤
原
氏
と
源
氏
で
は
そ
の

差
が
明
確
で
あ
る
。
師
房
が
、
初
叙
か
ら
四
年
後
に
異
例
の
出
世
を
果
た
し
た
の
も
頼
通
の
養
子
で
あ

っ
た
と

い
う
よ
り
は
、
道
長
の
婿
と

な

っ
た

こ
と
が
重
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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次
に
藤
原
信
家
で
あ
る
が
、
信
家
は
十
三
歳
で
元
服
し
、
初
叙
は
正
五
位
下
で
あ
る
が
、
こ
の
位
は
頼
通

の
実
子
通
房
や
師
実
の
初
叙
と

同
じ
で
あ
る
。
そ
の
後

の
昇
進
過
程
に
お
い
て
は
、
長
元
六
年

(
一
〇
三
三
)
十
六
歳

の
時
に
左
大
臣
頼
通
か
ら
行
幸
賞
を
譲
ら
れ
従
三
位

に
、
長
元
九
年

(
一
〇
三
六
)

一
九
歳

の
時
に
実
父
内
大
臣
教
通
に
加
階
を
譲
ら
れ
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
長
久
二
年

(
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24
)

四

こ

二
十
三
歳
の
時
に
は
、
後
朱
雀
天
皇
が
、
二
条
第
よ
り
新
造
内
裏
に
還
御
し
た
際
、
家
子
賞
と
し
て
正
二
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
こ
の
家
子
賞
に
つ
い
て
は
、
二
条
第
は
教
通
の
邸
宅
で
あ
る
の
で
、
信
家
は
教
通

の
子
と
し
て
加
階
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
養

父

・
実

父
か
ら
の
双
方
的
な
援
助
に
よ
っ
て
実
兄
の
通
基

・
信
長
よ
り
も
信
家
の
昇
進
が
は
る
か
に
早

い
こ
と
が
あ
き

ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
(25
)

　
と
こ
ろ
で

『今
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
信
家
は
幼

い
こ
ろ
、
頼
通
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
、
頼
通
に
よ

っ
て
養
育
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

養
子
は
実
父
が
健
在
で
あ
れ
ば
養
子
と
な

っ
た
後
も
実
父
の
も
と

で
暮
ら
す
場
合
が
多
か

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
信
家

の
場
合
は
頼
通
の

も
と
で
暮
ら
し
、
頼
通
の
後
継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
信
家
と
頼
通
の
関
係
に

つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
信
家
が
八
歳

で
童
殿
上
を
許
さ
れ
た
際
に
は

『小
右
記
』
万
寿

二
年

(
一
〇
二
五
)

三
月
二
十
三
日
条
に
、
「今
日
内
府
息
童
被
聴
昇
殿
、
関
白

・
内
府
相
共
随
身
被
将
参
」
と
あ
る
よ
う

に
、
頼
通

・
教
通
が
共
に
付
き
添

っ
て

参
入
し

て
い
る
。
ま
た
、

『小
右
記
』
長
元
三
年

(
一
〇
三
〇
)
四
月
十
二
条
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
力

　
　
御

喫
、
侍
従
信
家
被
差
右
兵
衛
佐
代
官
、
信
家
口
内
府
甚
口
歎
、
関
白
養
子
也
、
自
高
陽
院
口
立
云

々
、
中
納
言
来
、
口
詣
高
陽
院
、

　
　
(26
)

と
あ
り

、
御
喫
の
際
右
兵
衛
佐
の
代
官
と
し
て
信
家
が
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
関
白
頼
通
の
養
子
と
し
て
高
陽
院

か
ら
出
立
し
て
い
る
。

こ
の
史

料
に
関
し
て
は
欠
字

の
た
め
に
実
父
教
通
が
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
か
が
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
通

の
妻
で
、
信
家
の
実

母
藤
原
公
任
女
が
亡
く
な

っ
た
年

の
興
福
寺
供
養
に
は
、
『春
記
』
永
承
三
年

(
一
〇
四
八
)
三
月
二
日
条
に

「右
府
、
教
通
、
其
子
二
人
、

信
家
、
信
長
、
依
妻
喪
不
参
入
」
と
喪
の
た
め
に
参
入
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
四
十
九
日
の
法
事

の
際
に
は
、

　
　
大
納
言
信
家
、
中
納
言
信
長
着
此
座
、
行

々
香
、
信
家
不
着
軽
服
着
平
絹
装
束
、
件
大
納
言
依
関
白
子
歎
、
信
長
着
軽
服
、
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と
あ
り

、
実
弟
信
長
が
軽
服
を
着

て
い
る
の
に
対
し
信
家
は
関
白
の
子
で
あ
る
た
め
か
ら
か
軽
服
を
着
て
い
な

い
。
母

の
喪
で
あ
る
の
で
信

長
が
軽

服
で
あ
る
の
も
異
例
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
信
家
は
実
母
の
喪
に
服
し
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。
三
月
二
日
の
時
点
で
は
、
実
母
の
喪

の
た
め
に
実
父
や
実
弟
と
共
に
興
福
寺
供
養
に
は
参
入
し
な
か

っ
た
が
、
四
十
九
日
の
法
事

の
際
に
は
喪
に
服
し
て
お
ら
ず
、
矛
盾
が
生
じ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
信
家
は
養
父
頼
通
の
子
と
し
て
或
い
は
実
父
教
通
の
子
と
し
て
と
、
時
々
に
よ

っ
て
そ
の
帰
属
が
異
な

っ
て
い
る
。
昇
進
に

関
し
て
は

一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
養
父
と
実
父
か
ら
双
方
的
に
援
助
さ
れ
る
例
は
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
信
家

の
場
合
は
服
喪
規
定

な
ど
実
生
活
に
お
い
て
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
実
子
通
房
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
信
家
は
頼
通
の
後
継
者
と
し

て
は
考
え
ら
れ
て
い

な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
最
後

に
師
房
の

一
男
源
俊
房
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
俊
房
も
ま
た
養
父
頼
通
や
実
父
師
房
か
ら
加
階
を
譲

ら
れ
て
順
調
に
昇
進

を
遂
げ

て
い
る
が
、
俊
房
の
場
合
も
藤
原
氏
で
あ
る
信
家
の
昇
進
よ
り
も
明
ら
か
に
遅

い
。
俊
房
と
頼
通

の
関
係
を
具
体
的
に
示
唆
す
る
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

("
)

料
は
管
見

の
限
り
で
は
無
い
が
、
結
果
的
に
、
こ
の
俊
房
と
実
弟
の
顕
房
は
院
政
期
に
入
り
藤
原
氏
を
し
の
ぐ
勢
力
と

な
り
、
村
上
源
氏
が

台
頭
す

る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
。
村
上
源
氏
の
台
頭
に

つ
い
て
、
院
政
期

の
左
大
臣
藤
原
頼
長
は
日
記

『台
記
』
仁
平

三
年

(
=

五
三
)

　
　
　
　
　
(28
)

十
二
月

二
日
条
に
、
「錐
源
氏
、
土
御
門
右
丞
相
子
孫
入
御
堂
末
葉
、
彼
右
府
為
宇
治
殿
御
子
故
也
」
と
記
し
て
お
り
、
師
房
が
頼
通
の
養
子

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
廟
堂
を
占
め
て
い
る
村
上
源
氏
は
異
姓
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
藤
原
氏
の
末
葉
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
白
河

い
る
。
但
し
、
『兵
範
記
』
久
寿

二
年

(
=

五
五
)
五
月
二
十
日
条
に
、
「凡
件
所
、
中
務
宮
以
下

一
族
御
墓
二
十

一
所
」
と
あ
り
、
北
白
川

に
村
上
源
氏

の
墓
所
が
二
十

一
ヶ
所
あ
り
、
こ
の
付
近
を
村
上
源
氏

一
門

の
墓
所
と
し
て
い
る
。
木
幡
に
あ
る
藤
原
氏

一
門
の
墓
所
が
、
精

神
的
紐
帯
の
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
村
上
源
氏

一
門
の
墓
所
と
し
て
の
認
識
は
村
上
源
氏
の
存
在

の
誇
示
と
も
と
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(29
)

る
。
こ
の
村
上
源
氏

一
門
の
墓
所
が
営
ま
れ
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
師
房
の
遺
言
と
俊
房
に
よ
る
改
葬
で
あ
り

、
頼
通
の
源
氏
の
養
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子
に
と

っ
て
も
、
養
父
側
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
藤
原
氏

の
成
員
と
し
て
の
意
識
は
な
か

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
道
長
の
場
合
に
お

い
て
も
頼
通
の
場
合
に
お
い
て
も
、
養
子
関
係
に
お
い
て
源
氏
と
藤
原
氏
を
区
別
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
頼
通
の
養
子
で
藤
原
氏
で
あ
る
の
は
信
家
の
み
で
あ
り
、
な
ぜ
多
く
の
源
氏
を
養
子
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
高
位
出
身
と

昇
進
を
目
的
と
し
た
養
子
側
の
意
志
に
よ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
道
長
の
意
識
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ

る
。
道
長
も
二
人

の
源
氏
を
嬰
り
、
さ
ら
に
源
成
信
と
源
経
房
を
養
子
に
し
て
い
る
が
、
成
信
と
経
房
が
妻
の
甥
に
あ
た
り
、
早
く

に
実
父
を
亡
く
し
て
後
見
者
を
失

っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
養
子
に
な

っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
道
長
に
は
皇
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30
)

で
あ
る
源
氏
と
婚
姻

・
養
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
家
格
を
上
げ
、
廟
堂
に
お
け
る
立
場
を
有
利
に
す
る
こ
と
も
目
的
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

頼
通

の
結
婚
も
先
述
し
た
よ
う
に

「男
は
妻
が
ら
な
り
、

い
と
や
む
ご
と
な
き
あ
た
り
に
参
ぬ
べ
き
な
り
」
と
、
男
は
よ

い
家
柄
の
妻
の
も

と

へ
通
う
の
が
よ
い
と
し
て
道
長
が
源
氏

で
あ
る
隆
姫
と
の
婚
姻
を
快
諾
し
て
い
る
。
ま
た
師
房
と
道
長
の
六
女
隆
子
と
の
結
婚
も
道
長
の

意
向
に
よ

っ
て
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
道
長
の
積
極
的
に
源
氏
と
結
び

つ
い
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
は
頼
通

に
引
き
継
が
れ
、
頼

通
も
ま

た
師
房
や
顕
基
、
そ
し
て
俊
房
と

い
っ
た
源
氏
と
の
養
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

　
実
子

の
い
た
道
長
の
場
合
、
養
子
に
と

っ
て
そ
の
関
係

の
最
大
の
目
的
は
、
よ
り
有
利
な
昇
進
を
果
た
す
こ
と
に
あ

っ
た
。
実
子
誕
生
前

に
道
長

の
養
子
と
な

っ
て
い
る
源
成
信

・
源
経
房
に
関
し
て
は
、
実
父
が
早
く
に
後
見
す
る
立
場
に
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
道
長
を
親
代
わ

り
と
し
て
後
見
さ
れ
る
立
場
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
藤
原
氏

の
養
子
と
源
氏
の
養
子
、

つ
ま
り
異
姓
養
子
で
は
、
昇
進

に
明
か
な
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
成
信
と
経
房
は
実
子
誕
生
前
の
養
子
と
は
い
え
、
後
継
者
と
し
て
の
期
待
は
薄
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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一
方

で
実
子
の
い
な
か

っ
た
実
資
の
場
合
は
、
養
父
と
養
子
と

の
関
係
が
政
治

・
経
済
面
に
お

い
て
相
互
的
に
成
立
し
て
い
た
。
特
に
年

長

の
資

平
は
、
小
野
宮
流
を
統
括
す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
実
質
的
に
実
資

の
後
継
者
と
な

っ
て
い
る
点

で
、
道
長

の
養
子
関
係

と
は
意
義
が
異
な
る
。

　
さ
て
、
頼
通

の
場
合
は
、
実
子
誕
生
ま

で
に
確
実
に
二
人
の
養
子
を
入
れ
て
い
る
。
源
師
房
に
つ
い
て
は
、
異
姓

で
あ
り
幼
く
し
て
実
父

を
亡
く
し
て
い
る
点
に
お

い
て
道
長
の
養
子
、
成
信

・
経
房
と
同
例
で
あ
る
が
、
実
子
誕
生
以
前
に
実
弟

・
教
通

の

一
男
信
家
を
養
子
に
し
、

養
育
し

て
い
た
こ
と
は
注
目
す
る
べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
期
も
寛
仁
二
年

(
一
〇

一
八
)
か
ら
万
寿
二
年

(
一
〇
二
二
)
の
間
で

あ
り
、
実
子
誕
生
前

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
頼
通
が
政
界
の
頂
点
に
位
置
し
、
ま
た
氏
長
者
と
な

っ
て
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。
道
長
の
場

合
は
頼

通
が
誕
生
し
、
摂
政
関
白
そ
し
て
氏
長
者
に
さ
せ
る
た
め
に
頼
通
を
養
育
し
た
が
、
頼
通
は
後
継
者
の
養
育
を
目
的
と
し
て
養
子
を

と

っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に
信
家
の
元
服
以
前
に
実
子
通
房
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
通
房
が
嫡
男
と
し
て
育
て
ら
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

つ
ま
り
頼
通
は
、
父
道
長
と
異
な
り
自
分
の
地
位
を
養
子
に
継
承
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
通
房

の
誕
生
ま
で
は
そ
の
対
象

が
信
家

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿

で
述
べ
た
頼
通
と
そ
の
養
子
関
係
は
頼
通
の
後
継
問
題
の

一
端
に
し
か
す
ぎ
な

い
。
こ
の
養
子
問
題
の
他
に
、
信
家
の
実
父
教
通
と

の
関
係

や
道
長
の
時
代
か
ら
婚
姻
関
係
な
ど
に
よ
り
深
く
結
び

つ
い
て
き
た
源
氏
と
の
関
係
、
ま
た
実
子
師
実
と
の
関
係
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ

が
可
能

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
し
た

い
。
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註(1
)
古
代
学
協
会
編
　
　
『後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
(吉
川
弘
文
館
　

一
九
九
〇
年
)

(2
)
頼
通
自
身
及
び
そ
の
時
代
に
つ
い
て
総
合
的
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
に
、
坂
本
賞
三
氏

『藤
原
頼
通
の
時
代
-
摂
関
政
治
か
ら
院
政

へ
ー
』

　

(平
凡
社
　

一
九
九

一
年
)
が
あ
る
。

(3
)
和
田
律
子
　
　
「後
冷
泉
朝
期
の
藤
原
頼
通
1

『四
条
宮
下
野
集
』
を
軸
と
し
て
」
(『立
教
大
学
日
本
文
学
』
八
五
　

二
〇
〇

一
年
)
な
ど
、

　

国
文
学
的
見
知
か
ら
の
指
摘
が
多
い
。

(4
)
赤
木
志
津
子
　
　
「藤
原
資
房
と
そ
の
時
代
」
(上
)
(下
)
(『日
本
歴
史
』

一
一
六

・
一
一
七
　

一
九
五
八
年
)
な
ど

(5
)
坂
本
賞
三
　
　
「村
上
源
氏
の
性
格
」
(前
掲
1
に
所
収
)

(6
)
高
橋
秀
樹
　
　「平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
養
子
に
つ
い
て
」
(『風
俗
』
二
八
ノ
四
　

一
九
八
九
年
)

　
　

「藤
原
頼
通
を
め
ぐ
る
養
子
関
係
」
(『日
本
歴
史
』
五
三

一　

一
九
九
二
年
)

(7
)
『公
卿
補
任
』

　
　

長
元
四
年

　
　
　

非
参
議
従
三
位
　
藤
兼
頼
+
七
　
三
月
八
日
叙

(頼
宗
卿
行
幸
行
事
賞
)

　
　

長
久
三
年

　
　
　

権
中
納
言
従
二
位
　
藤
兼
頼
二
+
九
　
正
月
二
十
九
日
任
。
十
月
二
十
七
日
叙
正
二
位

(父
頼
宗
卿
譲
。
為
参
木
之
時
行
造
宮
事
賞
)

(8
)
兼
隆
の
実
父
藤
原
道
兼
は
兼
隆
が
元
服
し
た
長
徳
元
年

(九
九
五
)
に
、
経
房
の
実
父
源
高
明
は
経
房
が
十
四
歳
で
元
服
前
に
そ
れ
ぞ
れ
麗

　

去
し
て
い
る
。

(9
)
ま
ず
資
平
は
、
『小
右
記
』
寛
弘
九
年

(
一
〇

一
二
)
七
月
二
十

一
日
条
に

「権
左
中
弁
経
通
者
資
平
者
兄
也
、
至
今
資
平
為
下
官
子
、」
と
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あ
る
こ
と
で
実
資
の
養
子
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
資
頼
は
資
平
の
弟
で
あ
る
が
実
資
の
養
子
に
な
っ
て
い
る
と
明
記
さ
れ
た
史

　

料
は
管
見
の
限
り
な
い
。
し
か
し
、
実
資
が
資
平
や
資
高
と
同
様
に
そ
の
昇
進
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
や
、
受
領
と
し
て
任
国
に
あ
っ
た
資

　

頼
は
実
資
に
た
び
た
び
産
物
を
送
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
資
頼
が
実
資
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
資
頼

　

は
公
卿
に
は
な

っ
て
お
ら
ず
、
美
作
や
伯
誉
の
国
司
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
従
五
位
下
相
当
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
人
目
の
資
高
に
つ
い

　

て
は

『小
右
記
』
長
和
二
年
正
月
二
十
六
日
条
の
元
服
の
記
事
に

「今
日
前
督
殿
息
資
高
、
為
予
養
子
、
故
院
御
給
爵
、
令
加
首
服
、
+
五
、」
と
あ
る

　

こ
と
か
ら
実
資
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
高
も
ま
た
公
卿
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
少
納
言
と
い
う
こ
と
か
ら
従
五
位
下
相
当
で
あ
っ

　

た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
経
季
は

『小
右
記
』
長
元
四
年
三
月
二
十
二
日
条
に
は
石
清
水
臨
時
祭
の
座
次
に
つ
い
て
、
「頭
弁
云
、
左
少
将
経

　

季

・
侍
従
良
貞
歴
名
次
第
、
以
良
貞
注
経
季
上
、
経
季
者
下
官
養
子
也
、
傍
可
為
上
膓
者
、
事
依
道
理
、」
と
し
て
、
経
季
は
自
分
の
養
子
な
の

　

で
侍
従
良
貞
の
上
膓
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
長
元
四
年
の
時
点
で
経
季
は
す
で
に
実
資
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

　

か
る
が
、
経
季
は
万
寿
二
年

(
一
〇
二
五
)
十

一
月
二
十
五
日
に
元
服
し
、
同
年
十
二
月
七
日
か
ら
実
資
と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で

(『小

　

右
記
』
同
日
条
)、
元
服
を
機
に
養
子
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
10
)
『小
右
記
』
長
元
元
年
十
月
二
十
日
条

(
11
)
『小
右
記
』
寛
仁
三
年
十
二
月
九
日
条
に
実
資
の
財
産
の
配
分
に
つ
い
て
、

　
　
　

小
野
宮
井
荘
園

・
牧

・
厩
及
男
女

・
財
物

・
惣
家
中
雑
物
繊
芥
不
遺
充
女
子
千
古
了
、
注
文
書
預
給
了
、
道
俗
子
等

一
切
不
可
口
入
之
由

　
　
　

注
処
分
文
、
至
官
文
書

・
累
代
要
書

・
御
日
記
類
等
追
加
相
定
、
女
子
若
産
男
子
為
与
彼
暫
不
定
充
而
已
、
此
荘
園
等
外
有

一
両
処
、
可

　
　
　

均
分
内
供
良
圓
井
宰
相
等
、
但
尾
張
国
浅
野
荘
可
充
宰
相
、
又
山
城
国
神
足
園

・
尾
張
口
口
部

・
近
江
上
高
岸
下
荘

・
但
馬
黒
河
園
等
可

　
　
　

充
内
良
圓
、
近
江
鶴
見
厩
所
出
榑
千
寸
三
井
寺
堂
造
作
問
充
彼
寺
、
随
状
可
施
施
入
、
未

一
定
、

　

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
野
宮
の
邸
宅
や
荘
園
な
ど
の
実
資
の
財
産
の
ほ
と
ん
ど
は
実
資
女
千
古
に
譲
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
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資
の
実
子
で
出
家
し
て
い
る
良
圓
と
、
資
平
に
も
そ
れ
ぞ
れ
荘
園
な
ど
が
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
財
産
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
義

　

江
彰
夫
氏

(「摂
関
家
領
相
続
の
研
究
序
説
」
(『史
学
雑
誌
』
七
六
-
四
　

一
九
六
七
年
))
や
栗
原
弘
氏

(「平
安
中
期

の
入
墓
規
定
と
親
族
組

　

織
-
藤
原
兼
家

・道
長
家
族
を
中
心
に
ー
」
(『京
都
地
域
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
　

一
九
七
九
年
)
)
ら
が
十
三
世
紀

に
入
る
ま
で
は
摂
関
家

　

な
ど
で
、
収
入
源
の
な
い
女
子
が
父
親
の
財
産
を
大
量
に
相
続
す
る
こ
と
が

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
お
り
、

　

高
橋
氏
が
い
う
よ
う
に
こ
の
実
資
の
財
産
処
分
の
方
法
を
も
っ
て
、
養
子
に
家
を
継
承
さ
せ
る
意
識
は
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
早
急
で
は
な
い

　

だ
ろ
う
か
。

(12
)
『春
記
』
永
承
七
年
五
月
十
八
日
条
に

「今
日
小
野
殿
御
遠
忌
也
、
依
例
督
殿
参
給
東
北
院
」
と
あ
る
な
ど
散
見
す
る
。
服
藤
早
苗
氏
は

「摂

　

関
期
に
お
け
る

「氏
」
と

「家
」
ー

「小
右
記
」
に
み
ら
れ
る
実
資
を
中
心
に
ー
」
(『日
本
古
代
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
　

一
九
八
七
年
)

　

の
中
で

=

門
の
精
神
的
主
柱
で
あ
る
東
北
院
と
い
う
空
間
的
場
に
実
頼
子
孫
を
集
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
外
に
そ

の
勢
力
を
誇
示
す
る
為

　

で
あ
り
、
ま
た
親
族
結
合
体
の
結
束
を
図
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」
と
し
、
ま
た
こ
の
実
頼
忌
日
供
養
を
主
催
す
る
こ
と
は
、
小
野

　

宮

一
門
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
り
、
氏
長
者
と
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

(13
)
巻
第
三
十
二

(14
)
『公
卿
補
任
』

　
　

天
慶
二
年

参
議
正
四
位
下

源
高
明

　
　
　

延
喜
天
皇
第

一
源
氏
。
母
右
大
弁
従
四
位
上
源
唱
女
延
喜
八
十

一
廿

一
従
四
位
上
。
同
九
年
三
十
二
近
江
権
守
。
承
平
二
十

一
十
六
正
四

　
　
　

位
下

(大
嘗
会
悠
紀
)。
同
廿
六
昇
殿
。
同
五
二
廿
三
大
蔵
卿
。
天
慶
二
八
廿
七
任
三
木
。

　
　

天
暦
五
年

参
議
従
四
位
上
　
源
雅
信

　
　
　

宇
多
天
皇
御
孫
。
入
道

一
品
式
部
卿
敦
実
親
王

(法
名
覚
真
)
三
男
。
母
左
大
臣
時
平
女
。
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承
平
三
十
二
廿
四
昇
殿
。
同
六
正
七
従
四
位
下
。
天
慶
元
十
二
十
四
侍
従
。
同
五
三
廿
九
右
近
権
中
将
。
同
六
二
廿
七
兼
大
和
権
守
。
同

　
　
　

八
正
十

一
従
四
位
上
。
同
九
四
廿
六
昇
殿
。
天
暦
二
二
十
九
為
蔵
人
頭
。
同
三
正
廿
四
兼
近
江
権
守
。
同
四
七
廿
三
兼
春
宮
亮
。
同
五
正

　
　
　

計
任
三
木
。

(
15
)
巻
第
八

(
16
)
巻
第
十
二

(
17
)
巻
第
三
十

一

(
18
)
長
久
二
年
三
月
十
四
日
条

(
19
)
巻
第
二
十
四

(
20
)
前
掲
19
に
同
じ

(
21
)
藤
原
資
房
の
日
記

『春
記
』
の
中
に
、
「参
関
白
殿
、
先
参
中
納
言
御
方
」

(長
暦
四
年
正
月

一
日
条
)、
「未
時
許
参
関
白
殿
、
(中
略
)
予
参

　

中
納
言
御
方
、
井
宮
御
方
、
退
私
」
(同
年
六
月
二
十
九
日
条
)
な
ど
蔵
人
頭
資
房
が
頼
通
の
高
倉
第
に
行

っ
た
際
、
中
納
言
通
房
の
方
に
も
参

　

上
し
て
い
る
記
事
が
散
見
す
る
。
も
し
通
房
が
道
長
の
も
と
で
養
育
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
死
後
に
通
房
は
頼
通
と
同
居
し
て
い
た
。

　

尚
、
六
月
二
十
九
日
条
の

「宮
御
方
」
は
、
『春
記
』
長
暦
三
年
十

一
月
七
日
条
に

「今
暁
関
白
殿
自
行
経
宅
帰
給
高
倉
第
、
又
故
中
宮
女

一
宮
、

　

同
可
帰
御
之
由
、
昨
日
所
伝
聞
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
頼
通
の
養
女
姫
子
女
王
と
後
朱
雀
天
皇
の
第

一
皇
女
祐
子
内
親
王
を
指
す
。

(
22
)
通
房
と
師
実
の
間
に
は
、
俊
綱

・
覚
円

・
定
綱

・
忠
綱

・
寛
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
母
は
共
に
師
実
と
同
じ
藤
原
祇
子
で
あ
る
。
し
か
し
、

　

俊
綱
は
橘
俊
遠
に

(頼
通
の
妻
隆
姫
の
乳
母
と
婚
姻
関
係
に
あ
る
。)、
定
綱
は
藤
原
経
家
に
、
忠
綱
は
藤
原
信
家
に
そ
れ
ぞ
れ
養
子
に
出
さ
れ

　

て
い
る
。
そ
の
養
子
時
期
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
覚
円
は
出
家
し
、
唯

一
の
女
子
寛
子
は
、
後
冷
泉
天
皇
に
入
内
し
て
い
る
。

(23
)
師
実
が
頼
通
の
後
継
者
と
し
て
氏
長
者
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
他
の
実
子
の
問
題
も
含
め
て
稿
を
改
め
た

い
。
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(
24
)
長
暦
四
年
十
月
二
十
二
日
、
内
裏
焼
亡
の
た
め
二
条
第
に
遷
御
し
た
こ
と
が

『春
記
』
同
日
条
に

「今
日
初
遷
御
内
大
臣
二
條
第
」
と
み
え
、

　

長
久
二
年
ま
で
里
内
裏
と
な

っ
て
い
た
。

(
25
)
藤
波
の
上
　
第
四
　
は
ち
す
の
露
条

(
26
)
永
承
三
年
三
月
十
六
日
条

(
27
)
俊
房

・
顕
房
は
兄
弟
で
左
右
大
臣
に
列
し
て
い
る
。
十

一
世
紀
の
半
ば
に
は
、
源
氏
が
廟
堂
を
占
め
る
割
合
が
藤
原
氏
と
列
び
、
院
政
期
に

　

入
る
と
藤
原
氏
の
人
数
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
、
俊
房
は
鳥
羽
天
皇
を
暗
殺
す
る
落
書
き
の
罪
に
連
座
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
後
世
お
い

　

て
繁
栄
し
た
の
は
弟
の
顕
房
流
で
あ
っ
た
。

　

院
政
期
に
台
頭
し
た
村
上
源
氏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
坂
本
賞
三
氏
や
、
山
田
彩
起
子
氏
の

「白
河

・
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
村
上
源
氏
の

　

『家
』
を
巡
る
考
察
1

『俊
房
流
』
・
『顕
房
流
』
の
形
成
i
」
(『古
代
文
化
』
五
十
三
ノ

一　

二
〇
〇

一
年
)
、
同
氏

「白
河

・
鳥
羽
院
政
期
に

　

お
け
る
村
上
源
氏
の
家
記

・
家
説
継
承
」
(『古
代
文
化
』
五
十
四
-

一　

二
〇
〇
二
年
)
に
詳
し
い
。

(
28
)
書
陵
部
所
蔵
鷹
司
本

(
29
)
俊
房
の
日
記

『水
左
記
』
『承
暦
五
年
七
月
十
五
日
条
』
に
は
、

　
　
　
　

口
口
口
埋
故
宮
御
墓
傍
也
、
取
諸
御
墓
可
用
何
口
哉
、
又
其
間
口
口
有
哉
者
、
答
云
、
可
被
奉
埋
御
墓
傍
者
、
可
被
用
巽
方
歎
、

と
、
実
父
師
房
の
改
葬
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
欠
字
部
分
が
多
く
内
容
を
把
握
し
難
い
が
、
角
田
文
衛
氏
が

「村
上
源
氏
の
英
域
」
(『古
代
学
』

　

第
十
六
巻
　
第
二

二
二
・
四
号
　

一
九
六
九
年
)
が
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
俊
房
の
実
父
師
房
は
、
自

　

分
の
亡
き
後
は
具
平
親
王
墓
所
の
傍
に
自
分
の
墓
所
も
営
む
よ
う
に
と
遺
言
を
遺
し
て
い
た
が
、
実
際
埋
葬
す
る
と
き
に
は
、
方
角
が
悪
か

っ
た

　

た
め
に

一
端
雲
林
院
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
し
て
永
承
五
年

(
一
〇
五
〇
)
に
、
具
平
親
王
の
墓
所
の
巽

の
方
角
に
改
葬
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
木
幡
に
藤
原
氏

一
門
の
墓
所
が
存
在
し
、
藤
原
氏
以
外
の
埋
葬
を
許
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
同
じ
養
子
で
あ
っ



　

て
も
、
藤
原
氏
の
子
と
異
姓
の
子
が
区
別
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
俊
房
も
ま
た
、
村
上
源
氏
と
し
て
の
意
識
を
持

っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

　

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
俊
房
が
提
案
し
た
具
平
親
王
の
墓
所
の
東
南
と
い
う
位
置
で
あ
る
が
、
藤
原
基
経
と
藤
原
時
平
父
子
の

　

墓
所
の
位
置
関
係
も
同
じ
く
父
の
東
南
に
自
分
の
墓
所
を
営
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
弟
の
時
平
は

「後
継
者
た
る
こ
と
を
示
す
か
」
と
述
べ
て
い

　

る
。
(『九
暦
』
東
南
が
後
継
者
で
あ
る
事
を
示
す
の
は
、
大
内
裏
に
於
い
て
天
皇
の
御
在
所
で
あ
る
内
裏
の
東
南
に
東
宮
の
御
在
所
西
雅
院
が

　

あ
る
事
に
よ
る
。)
当
時
に
お
い
て
、
藤
原
氏
の
末
葉
で
は
な
く
、
村
上
源
氏

一
門
と
い
う
明
確
な
意
識
を
持

っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

　

だ
ろ
う
か
。

(30
)
安
部
秋
生
氏
は

『源
氏
物
語
研
究
序
説
』
(東
京
大
学
出
版
会
　

一
九
五
九
年
)
の
中
で
道
長
が
源
氏
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
目

　

的
は
、
摂
関
家
の
家
格
を
賜
姓
源
氏
の
家
格
ま
で
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
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